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幻

に

は

｢
音

色

ロ
ク

リ

ン
に

至

り

と

ゞ

ま
れ

等
折
に

､
比
国

の

人

に
あ
ひ
て
..
訪

打
撃

ひ
し
事
と

も
あ
り
.言

い
､ふ
し

云

々
と
軍
か
堵

㌻

警
ヨ

ハ
ネ
院
と

和

す
L.古

鏡

寵

を

巽

て
～義
人

の
義

経

に

当

ブヨ
と

同

時

に
､

執

甲

左

入
貫

賢

竜
を

矩
山嵐
㌻

取
落
し
'
役

に
は
蜜

柑
の
施

主

Q
.
動
･刀
に
よ
っ
て
聖
ク
し
ノ
.ノ
･･L･
学
院
互

も
設

立

し
て

教

育
事
業
互
恵

7
二
年
と
い
う
雄
蕊

に
ま

rt,
立
至

り
..
撃
島

と
し
て

魚
篭

G

A
.b,
巧

尊

意
と
蔑

め
LN
う

し
い
｡
や
か
て

そ

の
中

に

､

ニノ
トエ

丁
の

日

本

濃

範

の
讃
毒

が

フ
ィ

り

ッ
ピ

lノ
語
句

ド
三
二
.i
-
サ
ル

ド
ル
ブ

ル
ーー
ル
=ノ
ェ
ベ
ル
り
邑

勃
チ
し
､
米

穀

蔓
.Lr
i
功
乞

自

ら

tnJ

担

し

7
ニ
ン
il
手

の

た

め

に

l
票

の
語

手
∴J
I

･;I:]TI
L

､

叩ぺ
憲
､＼へ
炉

ル
:
デ

=

エ
ロ

り

7

才
'h
vqL.･i
長
㌣

毒
､
｢
7

工
u
FrC
I.し
と
と
L･.!り
､

t
ヒ

〇

八

(
隻

.芸

し

互

誓

言

.歪

上音

三

/晶

出
し

撃

撃

こ
セ

ン
-
I:,=
ト
:;･
こ
タ

フハ
C4
雪

三
猛

〕
雪
レし
い
い
､
家

筋

L
LJ

6
;
H
Z
八

目

で

三
日

の

フ
し
こ

で
あ

っ
行
一軒

.
略
グ
も

愚
見
の

拳
醇

で
'
望

蒜

を
堅

守

㌻
J
T

!
三
三

=
毒

に

役

-～
:iLj

と
い
う
｡

節
食

･
苦

行

･
窮
境

を

｢′
iI
:.;
る
こ
と
日
銀

に

し
て

I

T
R

I二
日

よ
う

や

′＼
.,日

本

の

豊

吉
望

み

犀

育
三
と

1.p
出
策

定
一
考

す

jJ
の
張

に
娩

｢
モ

も

の
が

種

子

島
で

あ

っ
iiN
廿

●

雇

え
島

で
あ

っ
た
か

に
kL
粥

ri,
あ
う
カ

'
}
J
の
後

同
月
十

9
.
ト

リ

二
タ

ス
雪
は

風
向
を
ほ
か

っ
て
陣
地

に.
悲

;
I

l
空
祈

り
の
辞
令
互
徐
行

し
て
い
う
と

ー
達

/＼
に

一
短

刀

小
角

を

発
見

し
た
.
シ
il
千

の
苧

議
に
よ
り
t

,Ft
ゲ

ル
媒

恵

は
デーの
か
釣
に
舎

監
1J
世

伝
が
..

乾
す
日
豪
蒜
し
な
い



様

子

な

の

で

､
ポ

ー

ト

ーZ
叔

人

の
水

天

と
重

訳

と

.し
て

t

人
の

日
本

人

左

葉

+J
､

当

の
小

舟

に
漕

ぎ
寄

叶
｣
r
)
也

ー

日

永

人

の
漁

崎

守

に
奮

発

伸

シ
L,･
子

の
伴

行

と

裏

に

上

階

L

LN
後

の
保

韓

投
打

虻

編

を

約

束

せ

し

め
よ

う

レL
L

を
(.
ど

フ
J
う
ダ
ー
漁

師
守

は

画

賛

の
愚

肇

FJ
あ

き

ご

と

と

主

産

-

水

の

甘

草

が

あ

う

な
ら
ば

長

崎

に
行

く

べ

小(.)
フ
】
ンL
と

軌

伊

て
肯

ん

と

な

い
っ
や

芭

富

ノヽ

=/
I;J･子

は
ー

水

夫

考

と
tr
に

そ

の

日

は

t
塁
本

命

に

引

退

-

た
l一

輝

簡

力
積

シ

･;J･
千
は
I

直

か

に
上
陸

の
計

由

互
実
行
し
LN
い
ヒ日
tH
で

ル
に

申
漣

｡/

て
こ
れ

乞

動

か

し
､

勢

至

へ
刀
書

斡

‥て
の
他

の
薗

lJP
+十と
し

た
た

め
ー
解

R
/
に
対

し
別

れ

茎

iD
げ

ー

夜

に

入

｢/
了
濃

沓

以

下
歌

人

の
春

と
=･E

-

-

に
乗

り

包
み
(
･ハ色
好

八

色

そ
あ

っ
夜

と

い
う

)
へ
本

和

之

は

ま

れ

て
章

に

乞
け

｢/
た
.

.iJ

の
晴

の

=/
iL
子

の

い
で

た

ち

は
t

日
本

の
武

士

に
糾

せ

LN

も

の

R
,
I
tv
か

や

wJ
を
そ

り

ー
羽

織

産

に

両

刀

を

館

に
帯

び
た
事

で
あ

っ
L)

｡
而

し
て
~
上
陸

後

に
衛

士
て

ポ

ー
-

に
積

み

込

ん
だ

荷

珊

E

/

姐

し

み

の
宮

田

の
顔

一
面
t

十
字
栄

一
箇

〔
転
質

長

め

F
,
殉

教

し

た

マ
ス
ト
り
リ
ウー
ら

ほ

巾

つ

た

i

の

)

.

ブ
ル
ビ
ェ
心

聖

習
日

練

r

雪
祭

岡

の
君

恩
'

聖
油

左

堰

肋

iL
j
･･小
指

､

納

;}

･TJ

刀

桔
･]
･心

霊

腎

~

二
相

､J

教

理
書
､

い
こ
i(

I
.

二

･L,Y
(,:]

′責

十
い

シ
ャ

リ

8
顎

へ

,､､
ゲ

ル
提

督

の

婚

っ

.･hT

rJ

r〃

J

､

膏

f･T
F山
食

確

守

マ

ナ!
.
｢

LrJ
/
′)
1

÷

′

ご
EHT,
詰
､
L.JI
i
や

rIr
蜜

壕

が
′鉄
筆

壬

も
播

;ム
フ∴
い

た

･･･
戸

完

二
三
㌢

て
ケ∵
使
.'
L

')
.お
虹

の

シ

川ト
テ

F.;
坪
持
品

,I.!
｢

い

7
日

再
1.tSJ
1三

rT,
〕

困
竪

¢
人穴
､

よ

っ
や

<

折

壁

に
章

二

ま

れ
LtI入
誌
に

,<

リ
.
上
陸

.1.
7
責

E;
内

部

に
窪

み

.
H
'ゲ

ル
曙

膏
牙

i]零

後

の
訣

別

を
し

た

伊

､

iJ
の
時

lJJゲ

ル
.Tj
辞
帯

同
と

し

て

百

五
十

句
農

の
驚
倉

の
地

合
乙

../
I,J･
千
に
.お
く

｢
汚
し
と

い

-つ
〔
車

t二
部

参

照

J

o

ひ

く

7
.蔭

掌

の

日

本

上
陸

伊
達

亡
ら

机
､

言
も
告
/く､
爵

兎

と

の
懲
…潰

し/山
寺

つ
て

､

日

本

と

の
交
渉

-
･A
j_禦
と

脚
遠
小
･-
.乙
が
鴫

守

rf71
の

で

あ

N.b
g

〔
日

本

の
浪

席

巻

と

の
簿

.井
に

つ

い
て

は
t

茨

節

甥

記

の
読

.紀
等

中

に

も

取

屈

す

P
,
･iT,
ち

､
‥て
九
ら

互

参

照

せ
-つ
れ
な

=
㌦

〕

∵
J+

]F1.･
▲
.r･

{)

(
謎

5
)
.ン
ド

手
の

懐

は
'

升
篤
｢

春

宮

槽

一
と
し
で

収

め

･P
寺

q

哉

橋

民

の
壱

+

八

け
Jl
i
,,,
耽
ば

､
公
薮

詩

誌

｢

替
｣

の
主

華

工
藤

や

≦

Ie
の

耳

に
衰

｢
学

,t
の

そ

､
L
,

の
帝

対

は
主

と
し

て

マ

ル
ナ

ス

の

『
日

本
即
蘇

家
筏

請
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B

E
』

か
ら

と

つ
LU
も

の

P
,
あ

る
と

い
,つ
｡

(
Ma
T
･h
LL
S
I

ヽ

F
,La
n
C
L
･T
g
LL
e

三
･E
･P

:L
a

k
e
e
t.
3
tr
Q
7L
d
e

･T
i
s
tt
s

(
.T
Li
S
O

J
A
-
h
J
a
)
R
e
J冒

3-C
ZT
a
e
Ll
u
J
a
F
真

･
P
a
7
′tJS
e
叶

L
y
o
l1
7
5
'P
S

･

-

欝

克

諜
萄
蓮

玩
甚

句
ES
支

持
興
籍

鬼

考

』
に
砕

き
)

本
稿

に
於

い
て
は

.

比

の

=ノ
i

チ
伝
の

中

､

)
頼

海
､

ニ
上
陸
-
三

相

控

..
の

三
節

の
誌

湛

三
参

壱

は
し

た

｡

(
註

4
)
西
芳

紀

同

に

lふ
れ

ぼ

､

｢
綬

方

の
尊

､
革

帯
多

し

.
i
,
れ

刀†.､
年
/

十

｣=
科

に

E
J.遍

ど
た

り

と
申

し
n
J
L

へ
上
各

)
と

あ

り

t

吉

A
J
｢

学

に
操

ふ
三

と
廿

二
号

､

崎

と

吐

し
も

の
十

六

人

｣
の
部

分

の
駒
詮

に

お

い
て

｢

碑

方

の

琴

､
貫

科

多

し
｡
腫

十

六

人
と

い
ふ
事

B
J

某

学

科

に

つ
写
し
て
､

壬

の
/
＼

仲

あ
り

L
と

い
ふ
｣

(

千

島

〕
と
も
記

し
て

い

rm
･っ
而

し

て
､
=
ノ

ド

千
が

法

王
庁O

に

お
け

る
家

蚕
科

Ettl
に
｢
ノ

い

て
話

｢
在

と

こ

う
は

'

ヨ

0
0
0
o

o

ウ
D

Q
Q
Q

～

ヽ

､

ハ
ーノ
.バ
ッ

チ

ィ

ス
ダ
物

語

に

よ
5

と

､

十

七

料

に

守

っ

て

い

ヨ

へ

｢
月

:iJ
雫

法

主
尊

..･山
師

も

夢

か
り

｣
と

あ
rTb

の
そ

､

こ
れ

乞
法
王
庁

の
敢

義

和

呂

と
し

て
取

扱
う

Z

と

ゲ
妥

当

マ一･の
う

つ､

督

廿

は
向
題

と

な
5
'o

t
知
れ

LJ

い
ず

､
前

按

の

爾

蓮

か

ら
推

し

て

7
言

辞

釈

し
て
も
差

支
え

百

=
,
｢i
r｢二
′し
㌔

守

宮
う

)
C

フ
J
の
事

は
先

宝

北
橘

r
新

井

白

石

の
キ

リ

ン
タ

.ノ
枕

｣

へ
日

本

正
字
こ
第
九

二
日三

に
解

い

て
も
港
確

し
.
我
毒
新

井

白

石

の
研
究

に

お

い

て

t
争

示
し
た

ご
と

予
あ

吉
か

つ

ム
鬼

一
頁

)
J

最

直

海
患
課

萄
重

民

が
石

の

拙
稿

に

･1.
れ

了

､
=ノ
ド

千
若

得

ヽ
ヽ

ヽ

の
学
科
数

は
十
六

科

P
あ

う
べ

き
互

主
務

Tu
れ

た

〔
『

南

蛮
尊

龍

の
研

究

』
､

三

‥
頁

'
葦

24

)
｡

こ

の
方

面

の
事

に

t･3
無

印

や
あ

う

の

riJ
､
須

恵

宋

民

の
御

教

示

も

萄
敷

く
患

う

.も
の
P

あ
う

Lp
,

屠
者

に

云
之

ば

､

私

の

紀
速

は

ニノ
ド
千

の
修

得
尊

封

に

サ

け
ア

い

っ
た

も

の
reJ

は

甘

く
ー
諾

王
庁

の
敢
貴

弘

q
]
に

サ

け

て
い

rn
の

で

1

但

し
両

島

か､

一
郭

す

弓

の

予
あ

れ
ば

向

麺

は

な

い

-

I

取

上
げ

方

に
唱

道

の

あ

雷
魚

五

二

ヒ

わ

｢
て
あ

き

た
い
っ

再
度

の
御
飯

16
去

仰

や

ぺ
<

､

ニ

ー
に
卑

星

項

伊
疑

CI
D

何

点

乞
申

し
述
べ
る

と

､
定

旬
中
巻

の

靖
国

の
言

語

に

～;.
れ

e
i)箇

所
で
､

｢
斉

こ
れ

乞
習

;7
の

尊

､

ヴ

ラ

ア

マ

テ
イ

カ

と

い
-1rJ

は
､
席

に
爵

曇

あ

き
が

ご
と

<
枇

レ

･L
I

リ

力

と

い

ふ

け
ー
謀

に
文

章

あ

る

研

ご
と
′し
聖

比
戚

ー

天
文

､

地
理

､

方
術

'
液

富

の

･=-
し
き
に

至
る
雫

蔀
Tj.b
乾
瞥

あ
ら
ず

と

い
､山
車

告

L

と

い
ー心
｣

- 6



と
述

べ

て

い
う

フ｣
と

は

J
勿

静

-ツ
ド
チ

け

ら
,軒

いて
碍

た

町
識

や

あ

rT3
研.
t

三

択

に
よ

｢.
て
も
敬

商

科

DI)
の

多

い
ヱ

と
が

粗

､つ
れ

∋

工

に
~

同

ヒ

(
茸
を

謀
民

の

研

究

に

よ
れ

t

J

7
ノ
∴
り
声
読

会
亀
書

館

の
戟

後

の

新
海

書

可
契

利

節
官

記

』
に
鹿

め
ら

れ

た

｢
第

廿

三
品

ク
‥
く
誓

文

そ

撃

｣
/i.l
い

う
｣)妄
言

輩
掌

三
尊
-

二

日
七

五
t

岡

本

三
ヽ

.ヽ
石
衝
円

G
･FT･LSLI,
I,P

L,

a,JILZ,LYC
提
出

の

⊥七
の

)
に
は
､

l
■ヽ

二

〇
学

科

..lil･,告

げ

ら

巾

7

い

う

こ
と
も
諾

意

を

ひ
く
ヒ

ヱ

う

で
あ

rr:JJ｡
綿

も
そ

の

ニ
C
)
科

の
甲
､

は
じ

め
の
立

科

に

つ

き

｢
石

九

品

持

嘉

l
出
家

の
学

二
両
御

座
候

｣

と
あ
り
ー
宛
畜

十

F
の
学

和

に

つ
い
て
は

､

｢
屯
+

l

品
の

菅

は

三
石

唐

円

召

不

甲
候

軍
｣

と
告

記

さ
れ

て

い

て

､

h
j
の
中

に

シ

iL
チ

の
尊

ん
だ

と
田
3.
市

沢
う

ア
し
ツ

メ

手

刀

､

マ
テ

マ

テ
刀

げ
含

ま
れ

て

い

う
フし
と

な
i
j
を

耕

吐
巷
.之

吾

と
(
[

走
も

演

色

宋

民

に

｢
中

に
占

星
術

や

人

間

学
､
鼓

は
軍
営

音
と

が
ら

っ
て
､

必
ず

し
も

ゼ

符

r<
会

の
敦

奄
譜

琵

･草

軍

す
も

の

と
は

云
え

魂
で

あ

う
,(,J

ヒ

い

わ
れ

う

､
し

.il
L

二
郎

に

つ

い
て

も

ー

ウ
耶
蘇

の

軍
隊

ク
七
L

T
L1.I,:.;
SJ
で

7
へ
套

(S
座

格
玄

撃

つ
と

､

野

卑

互
も

含

め

て
報

土

の

も

の
軒

別

わ

つ
て

い

て

も
一
向

末

田
W
隷

予

は

宮
い

と

も
を

之

ち

れ

ro
)
､
諾

王

･LL?
の
朝
毒

ヽ

ヽ

科

目

の
苛

は
.V

の
教

を

十

六

叫

に
指

定

す

盲

牝
雫

も
言

い
よ
,つ
に
思

わ
れ

さ

が

朝

何

て
あ

予

つ
か
｡

な

お

､

謹

恵

試

民

の
高

島

に
よ

っ
て
私

の
認

識

不
足

を
適

い
貯

め
土

な

の
は

各

学

科

の
内

容

ーJ
｢

い
て

そ

J

uf
の
御

教

示

宝
島

諭

す

急

｡
細
ち

弘

は

､
紋

栗

田

元

耳

教
授

の

未
着

rF
薪
拝

白○

及
び

同
額

頂

所
蔵
の

ヨ
/＼｡缶
ンさの
.ヽ _｣
ハo又
I-I9=B
〒o跨

イD三石
也

(

三

二

ハ
頁

)

Q

0

0
I)

ス
タ
物

語

の
記

載

L
,
の

‡

H74
に
北

竜

に

引

間
し

な
･,

め
に
､

学

科

名

の

一
部
乞

隷

記
す

う

と
t
F
に
､
学

の
教

え

方

に
お

い

て
も

韻

も

粟

し

た

三

と

マ

あ

る

(
前

掲

灘

竜

三

三

L

･
五
五

L
帝

)
｡
栗

田
本

ヨ

ハ
ー
ノ

バ

ッ
チ

ィ
r<
夕
物

語

に

よ
れ

ば

十
八

学

科

と

な
き
研
､

落

着

課
民

の
研

党

に

:ill/
え
は

tL
)

(
ザ
)

･rl
ン
1-ノ
イ
リ
ヤ

乙
コ
ー
ず
ン

I
rL

千

TT1
ウ

ニ
ス

と
i,p

一

っ
と

ま
う

べ

き

で
､

従

っ
て
十

亡
学

科

と

な
う

〔
石

の

栗

田
本

に
解
ら

れ

LtJ鈷

Rq
侶

太
郎

民

の
謄

宜

本

は

'

コ

ン
シ
イ
り
ヤ
ヒ

コ
ー
ナ

ーノ
ー
了
チ

ヨ
ーワ
ニ
え

と

乞

E
｢

と
し
､
+

ヒ
鞘

と

さ

れ

て

い

5

-
正
史
薮
脊

復

刊
帝

三

一
号
所
載

l｢
新
井
白
石

の
ヨ

r
ン
..;
･･>
テ
ィ
r

<
タ

明

海

に

つ
い

て
｣

)

こ

い
書

落
tLJ
.K
民

の
鳥
篭

に

よ

っ
て

- 7 -



〇

一

額

語

所
載

の
学

科

名

左
堰
げ

苛

と

､

双

の
逸
り

子
弟

5
0

lt
ヽ

へ
フ
レ
の
軒

之
牙

で

は
十
五
と

な
り
､
内

容

的

に

は

コ

1

り
r<
ブ
ル
ー
デ

ン

Jtノ
ヤ
及

び
終

り

の

二
科

目

が

不
適

切

.ヽ

ヽ
ヽ

､

と

呑

え
ら
か

.
終

局

十

二
学

科

か
妥

当

と

い
,つ
ご

と

に

な

る
｡

ヱ
1
に
ま

LN

一
つ
.の
何

題

サ
軒

LN
に
唐

笠
す

ヨ
)

町
ヲ
ア
マ
テ
イ
カ

へ
文
語

)

ア

り
ツ
ー

メ
-

テ
ィ

刀

(
貴
市

)

し

-

ー

〓
-
刀

(
修
論

学

〕

ヒ
ロ
ウ

リ
ピ

ア

〔
苦
学
)

ロ
ウ

シ

刀

〔
論

理

学

)

ヒ
イ

'-ノ
刀

(
珊

理
学

)

ア

ラ
イ

マ
テ
イ
P

(
寮

母

)

メ
タ
ヒ
ィ

ジ
か

〔
形

而
.上
菅

〕

モ

ラ

ア

リ

ス

へ
道

徳

学

=
倫

理
学

)

テ

キ

ロ
ジ
ヤ

(
神
学

〕

コ
-

り
r<
ブ
ル
ー

デ

ン
=ノ
ア
〔
貨
網
､
七

在

尊

徳

の

一
つ

ぞ

堆

･F]

の

草

子

は

t7.
い
)

カ

ノ
ラ

二
ヤ

(
薮
全

売
)

ド
ク

マ
ア

テ

イ

カ

へ
褒

理

学

)

コ
ン
一ン
イ
リ

ヤ

コ
ン
ゲ

し
ー
ガ

チ

ョ
ウ

ニ
ス

へ
公
会
議

t

ハム
令
蔑

契

印
､
独

立

尊

科

予

は
な

い

〕

7
ウ

デ

ト

ル
吋

セ

ル

ト

ス

〔
聖
庁
裁

判

所
司
祭

判
事

'
ま

た

は
聖

庁

外
交

参
事
官

､
こ

れ

は
東
名

の

混

･<
々

あ

う

)

(
註

う
〕
シ
ド
子

と

ト

ウ

ル
ノ

ン
と

W

I
B
f
フ
ラ

ン
ス
に

行

き

'
フ
ラ

ー/
r<
の
某

遺

,F>
ら
乗

艇

し

た
事

晴

に
つ

3.

て

ほ

.ソ

iLチ
日

章

即
語

･n
と

こ

ろ

で

'

緯
節

,E
'
-

げ
ろ

安

永

五
号
十

1
日

廿
六

日
町

の
長

崎
奉

行

所

の
書

城

中

に
述

べ
ら

れ

て

日
工
O
｡
i
J
･弟

に
は

｢
-心
ら
ん
号
固
之
儀へ

弔
n

l
譲

､7
､
回

に
て
御

座

候
に
打

､

ろ

う

ま
JN
稚

司

〔構
p
)

中
村

に

て

｣

云

々
と

見

え
急

(
第

三
節

､
参

59:II
)
｡

(
駐
G
J
ポ

一ノ
デ

シ

エ
リ

I

に

つ
い
て

は
､

紀

同

の
下
着

に
ホ

±

丁
チ

リ

と
し

て
.

こ

こ
で

イ
r<
パ

二

γ
の
僻

五

三

の
国

〔
マ

ル
パ
ル

U
の

節

に

頂

之

た

こ
と

､

及

ひ
詰

衣

五

二

二

で
求

め

モ

こ

と
去

記

す
他
ー

憂
苦

｢
外

国
･hJ

軍

鍋
蓋

｣
甲

7
J
l.)
'
ポ

ン
チ
チ
リ

と

し

て

､
L
/
の

控

硬

的
侍

選

と
許

に

｢
ヨ

7

1ノ
日
本

の
曝

布

毛
頭

.S
L

関
空

と
記
し
て
い
S
へ
親

展

新

市
白

LP
の

研

究

､

二

EJ

卑
頁

ナ占
参

照

せ
,iノ
れ

た

い
)

''

(
註

ワ

〕
ト

ウ
ル
ノ

ン
■と
は
愚

見

互
雫

に
し
た
島

､

ト
ウ

ル
ノ

一ノ
が

シ
丁

八
色

か

う
節

に

マ

ニ
ラ

reJ
別

れ

LhJ
の
rt,

あ

さ
ヒ

い
う

ー

前

場

池

田
越

子

LLC
論

文
に
艶

ヨ
'-

(
註

Cn
〕
ロ
ク
リ
ン

(
或

は
L]
‥/
.ノ
〕
¢
飛
Fg
人

の
撃
に

っ

い
7
-
は
t
少

し
後

の
部

分

に
第

日1,
て

.

｢韓
国

の
人

に
あ

ひし
と

は

､

+
.,)
と

よ
り

か
L

フ
L
に
あ

り

-
瑞

国

人
.

の

手
箱
､

す

で

に

茅

/二

言
を

三
空
前

に
親

回

′人
の
風

- 8



に
萩

h
J
弟

て

ー
州
･
し

フ
二
に
至

り

L
T
砧
′八
竜

L

に

あ

玖

て

.

此
土

の
苛

i]
も

た
つ

わ

と

ひ
し

と

い
ふ

｣

と

も

記

し

て

い

ち
O

へ
註

?
)
ア
ゴ

r<
テ

ノ
認

定
会

の
ホ

モ

二

丁
ニ
フ

･
ソ
リ

ツ
ー
デ

イ
未

の
'

マ
ト
リ
ド
,p
ら
戟
望
タ

レ
ノ′
ン
-
十

一
世

に
宛

て

LN

L
七

一
田

空

三
円

十

一
日

断
雲

韓

に

よ

れ
ば

､

t
t

P

と
茸
に
シ
巨
子
は

1
度

日
本

に

-む
け

て

出

発

し

inhJ
が

(
出

発

前

に

マ

ニ
ラ

re/
長
瀬

日

の
葦

北
翰

伊
た
た
か

わ
さ
れ

ウ
一と

い

う

)
I.

マ
ニ
ラ

に
か

え

り

ー

翌

一
七
C)
八

茸

t

再

び
譲
乾

し
､
山
嶺

匿

の
隆

雄

(
蛋

久

馬

)
に

上

っ

て
以
東

1
滴

白
心
甘

た
え

市
｢
.
レ
し
い

う

ご

と
rt,あ

3
-
･前
場

譜

EB
乱
読

文

に

葦

ち
｡

二

軍
久
荒

へ
の
上
陣

と
拘
嘗

シ
iL
千

の
産

久
居

<

の

上
佳

苗

後

の
謀

流

言

正

確

に
信

之
5
も

の
と

し
て
､

I
鞍

尼
切
ら
れ
て
い
5
巌
も

古
い
文

献
は
､
い
う
ま
で
も
な

く
西
芽
紀
聞
で
､
フ｣
弟
の
上
暴
君

に
珊
え
ら
巾

LN
開
儀

ri
よ

っ
て
韓

々
は
)J
の
機
略
志
飽
き

三
と
rF
･
出
東

急

(
町
政

に
は
剖
註
乞
施
し
て

｢
大

政
入
棺

寄
り

L
時

の
事
､

三

～
に
更

え

tLJ
り

｣

と
あ

う

〕

Q
而

し

て
~
諜

l･こ
式

や

F

酋

頭

亨

に

す

う
西

諾

紀

和

に

は

､

全
第

本

に

し

て

も

岩

波

丈

垂

木

に

し

て
も

､

解

り
に
伍

久
向

催

葦

の

編

に

f
,
甘

苦

｢
選

覧
/I(
歓
北

｣
が
肘

せ
ら
れ

て
居
り
ー

そ

れ

に

冒

巨

峰

で
の

畢

蘭
書

､
シ

i
チ

印
祷

苗

の

鍋

沓

書

と

揮

t
j
て
ー
畏

崎

奉

行

の
報

告

書

二
通

(
碇

は
曽

永

五
年

十

t
月
廿
六

日
即
の
も
の

〕
仰
収
.め
ら
れ
て
い
さ
｡

敗

北
Ct

匂

の
厳

文

に
ーA
れ
ば

･.
戊
成

(

専

永

t

竺

サ

)

め

夏

､
華

寿

O
o

変

蕎

(

｢
其
警

嘩

]rs
〕
葺
高

嶋
飯

台
師
巌

雷
撃

嘉

晩

､

府

正
N

命

諭

へ

三

十
番

､

称

日
.P
L
寿

変

革

｣

)
の
中
か
ら

比

寧

(
シ

ド
子

の
有

人

)

に
画

す

盲
記
事

左
通

ひ

謄

堂

し

た

も
の

ぞ

あ

ヨ
JtJ
と
｡IF･,知
ら
れ
5

(
白
LD
全
集
第

四
､
八

0
(,
O
C

〇
戊
昏

)
q

ま

竺

～
車

と

は
勤

に
通

航

一
浄

養

f
rJn1
克

-

南
奄

鴨

誓

l如

ニ
-Z
膜

の
ら
姫

芸

孟

宗

客

の
書

粟

竺

い

て

は
､

L
/
わ

び
華

寿

変

態

凋

び
酎

軒

針

(
di
,離

す

Q
O

0

O
(
吉
日
)

吉
J

の
に
終

っ
た

フレ
と
五
誌
紀

し
て
い

吉

｡

簡
単

百
舌
記

適

と
景

ば

芝

地
幾

つ
Ip
S
書

物

Ei
牢

M

(肇

類
本

更
科

と
し

て

は
石

の
貢

崎
奉

行

の
毒

華

た
け
と

百

葛

の

そ
.

缶
謹
紀
同
も
や

は

り
そ

の
書

状

を

時

澱

と
し

て

い

う

わ

け

0

0

で
あ

う

即
㌦

上

述

の
紀

向

の
附

鮭

を

見

吉
乙
､
ど

の
韓
半

は
､
薩
摩

兎
か
ら

景
鎗
奉
行

に
好
て
LN
音
波

に
食

っ
た
N



と
明
ら
･,f)
予
あ

rfb
b.坪
ち
､
琵

記

に

い
う
.

｢
東
署

に
.､
兄
月

十

三

日
と
し
き

す
.
綬

家

人
背

､
慕

芽
大
鼓

､
同
蒋

蛙
､

新
納

市

正

'
種

子
薦

乾

人
ー
硬
罵

㌣

長
崎

の
奉

行

は
永

井
汚

損
守

-
別
所
播

磨

ヤ

也
｣

し
て
見
う
乙
､
白
Lg
灯
右
十

一
月
廿

六
日
何

の
雷

光

以

外

に
､
少

<
と
し

友
日

十

三
日

付

の
薩

頚

の
報
亀

吉

互
見

て

紀
和
財
経

の
当

該

部

分

邑
書

い
た
N
と

に
な

5
わ
け
te,
あ

rQ
が

'
幸

い
私

は
定

年
帝
耳
寮

の
野
鼠

文
書

互
探

索
す
う

武
舎

も
得
た
降

へ
そ

の
中

に

｢
長
崎

註
進
重

電

人
事

L
i]

簿
す

う
奪

本

二
仲
村.
含

ま
れ
hJ
い
弓

の
毛
老

兄
し

､

Z
ボ

ケ
西
洋
紀
同
級
華

の
降

の

f
賓

鞘

と
な

っ
た

ヱ
と
を
知

rfa

三
と

サ
出
末

LN
｡
三

の
雪

本
を
毘

rT3
i
]
.
石

の
支
局
十
三

日
吋

吾
北

の
棺
､
前

掲
議
書

に
収

め
ら
れ

て
い
古
い
記
載

か
種

々

あ
rO
か

ら
I

は
と
め
に
該
雪
本

の
碑

序

良
明

･rT
が

に
し
､
釆

い
R
,
=tJ
の

中

の
雇

え
萄

上
陸
後
の
一ソ
ド
子
の
諸

藩

吾
伝
え
5
記
鼓

乞
調

介

す

5
7
)と
と
し
よ
う
っ

索

雪

本
に

つ
い
て

は
既

に
覇
誠
去
試

み
た

フ
)
と

サ
あ

rO

(妊NIq)が､N
机

は

上

下

の

二

帝

か
･i

ィ
罵

っ

て
壱

り

J

上

巻

に

は

奮

謀
額

ず
収

め
ら

れ

､

LL
巷

に
ti1
長
崎

tZ
お

け

5
才
Lフ
ン

グ

ス
適

訳

の
シ
ド
チ

答

韓

の
聴

書
､

及
び

シ
ZL
チ

所
拝

島

旺

つ
い
て
の
尊

書
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い
て

い

う
っ

c
o
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0

0
0

o
O
つ
つ

(
註

詔
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外
国
通
桔

軍
略

･
小
日

向

古

(
江
へ
に

通
航

f
慢

経

白
九
十
､
所
収
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国

別
本
草

五
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二

二
四
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僚
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の
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､
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の
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F
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｢
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梶
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り
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き
ず
､

シ
ド
チ
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し
て
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〓

l
互
申
述
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よ
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l
つ
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､

シ
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テ
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底
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融

す

う
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題
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あ
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｢
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軽
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ら
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潔

い
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あ

り
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才
れ
(
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刀
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ア
ら
し
れ

乞
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あ
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鱒
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あ
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｢
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節

ヽ
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＼
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仲
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鼓
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踊
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を
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薬
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モ
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も
拘

わ
ら
ず

､
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極
印
に
趣

ビ
プ

賢

を
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樫

置

t
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出
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斤
)
H
と

は
､

そ

れ
以
前

の
覇
蛇
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取
締

方

針

と
璃
肘
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す

吉
時

､
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外
な
轟

苧
エJ
之
ず

に
日

義

か

な
い

も

の
で

あ

る
n

三
れ

に
は

琵
畦

の

よ
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リ

シ
タ
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に
村
す

る
警

戒
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弓
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違

え
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ヽ
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周
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∵
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あ
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ら
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､
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右
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･･=
｢
･
.･
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｣‥
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簸
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事
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右
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に
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日
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事
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あ
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の
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又
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あ
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車

乗

国
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こ
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亀
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｢
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す
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｢
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ヽ
ヽ
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｢
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踊
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
よ

う

も

の
ぞ

あ
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と
具
に
､
ロ
ー

マ
の
使
部

下
あ
う
と

主
張

-
it
)
=ノ
ド

子
の

申

立
五

二
粒
希
記

し
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r
｣
と

ほ

し
よ

う

へ
比

の

葦
討

=レ
白

Lロ
の

親
告

に
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つ

く
も

の

ぞ
あ

る
)

Q

即
ち
､

正
徳

四
号
三

日

一
日

の
申
讃

C
第

年

長
軸

は

3
両

入
管

泡

の
Z
と

が

登

竜

し
た
錆
の
シ
ド
子
に
珂
す

う
詣

聞

富
.

こ
れ

に

よ
り
巌

国
の
勇

と
な

盲

)
中

に

､

｢
冥

･万
事

､
七
竺

目
前

比

匡～
之

預

貢
帰
晴

､
遷
伊

に
御

画

法

に
行

は
ヨ

べ
き
事
に
碩
碍
某
､
本

愚

老

伸

よ
り

中

村

.i
毒
手
j
て研
楳

て

ー
譲

り
未

満

由
と

覇

橘

に
拍

7
､
､
格

別
の
御
恩

三
上
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冥

楼
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た
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れ
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狗
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N
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桔

控

の
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軍
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シ
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子
を
lr73
調

べ
e
)降

号

う
ど

V
'返

書

し
て

い
rtq
裏

F'J
J
桔

梗

と

日L,
,つ
以

上

は
信

書
串

括
之

て

い
｢(霊
へ
m
J
rt,
あ

てRJ
の

t
J
ど

れ

が
な

い
鋳

り

r

e/
L
･･･く
'
東

国
の
補
夏
服
-
､
裁

可
の
吉
を
詣
ず

る
の
i.3
､

試

す

西
諒

の
八

を

ま
ど
わ
し
､
ひ
ざ
か
に
日
芸
パ
互
綾
か
ん

一

[
乃
,-

(lト

と
す

S
tiJ
あ

う
巧
で

､

｢
貫
計

宗

し
め
れ
ば
､
初

子等
垣

の
喋
と
耕
す

ー
貫
蹄

に

｢
き
て
監

5
時
は
t
L
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の

い
ふ
旅

店
ず

ペ
か
ら
す
｣

と
向

-つ
た
｡
7
)
れ
に
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し
7
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ド
チ
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ま

で
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比

の
国

に
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た
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方
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に
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A
)
れ
rO
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､

一
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汚
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に
東
な
の
は
本
国
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に
よ
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享

け
l
L

て
禁

敏
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ら

れ
る
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Z
れ
乞
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国

に
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7
｣
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桔

梗
互
建

ち

ど

う
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に
L
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｢
同
一に
,<
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賓
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吉
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右
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け
F
j
や

､
国

等

の
陳

ガ
マ:JJl

べ
き
事
を
誓
請
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薯
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｣
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夏
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､

｢
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葉
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蜜
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＼
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右
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ヽ
ヽ
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＼
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＼
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ヽ
ヽ
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＼
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ヽ
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､
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